
大
石
寺
と
い
う
名
前
が

意
味
す
る
も
の

廣

田

頼

道

昔
か
ら
、
名
は
体
を
表
わ
す
と
言
い
ま
す
。
で
は

「大
石

寺
」
と
い
う
名
前
は
、
ど
う
い
う
体

（中
味
）
を
表
わ
し
て

い
る
の
で
し
よ
う
か
。

身
延
が
謗
法
と
化
し
て
日
興
上
人
は
、
日
目
上
人
は
じ
め

諸
弟
子
と
共
に
身
延
の
山
を
降
り
て
、
上
野
の
南
条
時
光
氏

の
純
粋
な
信
仰
を
た
よ
り
に
し
て
、
現
在
の
大
石
寺
の
場
所

に
寺
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
に
大
石
寺
と
い
う
名
前
は
、
潤
井
川
の
川
原
全
体
に

富
士
山
か
ら
の
大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
散
乱
し
て
い
て
、

田
畑
も
作
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
様
な
荒
地
で
、
大
石
ケ
原
と

呼
ば
れ
て
い
た
所
を
、
南
条
家
が
供
養
さ
れ
、
そ
の
開
墾
に

よ
っ
て
、
大
石
寺
が
開
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
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大
石
ケ
原
の
寺

（大
石
ケ
原
に
あ
る
寺
）

↑

大
石
の
寺
↑

大
石
寺
つ
ま
り
、
土
地
の
景
観
を
示
す
形
容
詞
が
そ
の
ま
ま
寺
の

名
前
に
な

っ
た
様
に
言
わ
れ
、　
一
般
の
人
も
そ
の
様
に
理
解

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

事
実
、
文
献
資
料
に
も

日
有
上
人
間
書

「御
物
語
聴
聞
抄
」
（歴
全

一
ノ
三

一
七
Ｐ
）

大
石
力
原
卜
申
ハ
上
代
地
頭
奥
津
方

（南
条
後
の
地
頭
）

ヨ
リ
永
代
ヲ
限
り
十
八
貫
二
買
得
ニ
テ
候

と
示
さ
れ
、
日
有
上
人
の
時
代
に
お
い
て
も
語
り
つ
が
れ
て
、

こ
の
土
地
が
大
石
力
原
と
呼
ば
れ
る
土
地
で
あ
り
、
そ
の
上

に
建
立
さ
れ
た
堂
坊
を
大
石
の
寺
と
言

っ
て
い
た
こ
と
が
容

易
に
想
像
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「大
石
寺
」
と
い
う
明
確
な
名
前
が
真
筆
初
見
と
な
る
の

は
、
日
目
上
人
の
大
石
寺
坊
主
の
事

（旧
名
白
布
御
返
事
）

「日
目
」
公
〓
一九
Ｐ
）

大
石
寺
に
は
人
な
く
候

の
御
文
で
あ
り
、
こ
の
御
文
は
年
度
未
詳
で
あ
り
ま
す
が
、

内
容
か
ら
推
察
し
て
、
日
興
上
人
が
重
須
に
移
ら
れ
た
後
、

日
目
上
人
が
大
石
寺
を
ま
か
さ
れ
て
よ
り
の
永
仁
六
年

（
一

二
九
八
）
以
後
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
の
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

又
、
真
筆
は
な
い
け
れ
ど
も
、
日
興
上
人
の
言
葉
と
し
て

は
、
日
興
跡
条
々
事

（要
集
八
―

一
七
）

大

石

寺

者

云

御

堂

一
一　

　

　

一

と
あ
り
、
正
慶
元
年

（
一
三
三
二
）
十

一
月
十
日
と
し
て
明

記
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も

「大
石
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に

誰
も
何
の
異
論
を
は
さ
む
余
地
は
な
く
、
歴
史
上
の
事
実
が

現
実
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の

「大
石
寺
」
が
、
広
宣
流
布
の
暁
に
は
、
「本
門
寺
」

と
い
う
名
前
に
換
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
が
、

富
士
門
の
上
代
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
張
の
中
心
は

身
延
相
承
書

（全
集

一
六
〇
〇
頁
）

国
主
此
の
法
を
立
て
ら
る
れ
ば
富
士
山
に
本
門
■
の
成
壇

を
建
立
せ
ら
る
べ
き
な
り
。
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百
六
箇
抄

（全
集
八
六
七
頁
）

三
箇
の
秘
法
建
立
の
勝
地
は
富
士
山
本
門
寺
本
堂
な
り

富
士

一
跡
門
徒
存
知
事

（全
集

一
六
〇
七
頁
）

最
も
此
の
制
に
於
て
本
門
寺
を
建
立
す
べ
き
由

こ
の
本
門
寺
構
想
は
、
文
献
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
本
門

戒
壇
の
大
御
本
尊
を
天
下
に
公
開
し
て
示
す
の
だ
か
ら
、
本

門
戒
壇
の
寺
と
い
う
意
味
で
本
門
寺
。
又
は
、
爾
前
述
門
の

寺
に
比
べ
て
、
こ
こ
こ
そ
本
門
寺
と
い
う
意
味
、
の
二
つ
が

あ
る
と
思
う
が
、
よ
り
重
点
を
置
く
の
は
、
前
者
の
本
門
戒

壇
建
立
の
寺
と
し
て
の
本
門
寺
と
い
う
意
味
内
容
と
思
わ
れ

る
。創
価
学
会
は
、
正
本
堂
建
立
の
時
点
で
も
、
立
教
開
宗
七

百
五
十
年
の
時
点
で
も

（大
石
寺
と
格
月
関
係
で
あ
っ
た
時
）、

本
門
寺
改
称
に
随
分
、
執
念
を
持
ち
、
大
石
寺
を
動
か
そ
う

と
し
た
よ
う
だ

っ
た
。

彼
等
が
い
う
全
世
界
の
人
々
が
入
信
す
る
広
宣
流
布
が
さ

れ
よ
う
が
さ
れ
ま
い
が
、
池
田
大
作
の
偉
業
完
成
の
目
に
見

え
る
ピ
リ
オ
ド
を
打

っ
て
、　
一
巻
の
ド
ラ
マ
に
仕
立
て
よ
う

と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
に
は
正
本
堂
が
こ
わ

さ
れ
、
大
石
寺
坊
主
の

一
抹
の
良
心
か
、
大
石
寺
か
ら
本
門

寺

へ
の
改
称
は
現
実
の
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て

「本
門
寺
」
と
い
う
名
前
に

改
称
す
る
こ
と
が
、
現
代
の
大
石
寺
の
状
況
に
お
い
て
何
の

意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
未
来
に
お
い
て
も
何
の
意
味
も
無
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
も
し
無
理
矢
理
に
改
称
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
森

羅
万
象
に
、　
一
切
衆
生
成
仏
に
影
響
は
皆
無
で
あ
り
、
真
実

の
仏
法
の
宣
揚
に
な
る
こ
と
は
微
塵
も
な
い
と
思
う
の
で
あ

り
ま
す
。

た
し
か
に
、

「身
延
相
承
書
」

「百
六
ケ
抄
」

「富
士

一
跡

門
徒
存
知
事
」
等
の
記
述
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
末
寺
格
に
当
る
所
の
讃
岐
本
門
寺
、
西
山
本
門

寺
、
北
山
本
門
寺
等
は
、
何
故
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
本

門
寺
と
名
乗

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

讃
岐
本
門
寺
は
、
第
七
代
の
日
迎
の
代
、
文
明
元
年

（
一

四
六
九
）
十

一
月
二
十
八
日
に
管
領
細
川
勝
元

「讃
岐
本
門

寺
制
条
」

「同
添
状
」
が
発
給
さ
れ
、
宛
名
の

「本
門
寺
大

坊
」
が
本
門
寺
公
称
の
初
見
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
山
本
門
寺
は
、
蔵
人
阿
閣
梨
日
代
が
、
康
永
二
年

（
一

三
四
三
）
頃
に
西
山
に
法
華
堂
を
創
建
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
時
に
本
門
寺
と
名
乗

っ
て
い
な
く
て
も
、
康
応
二
年

（
一
二
九
〇
）
六
月
七
日
、
自
筆
の
書
写
本
尊
を
弟
ｒ
の
日
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任

へ
授
与
し
て
本
門
寺
の
後
任
と
定
め
、
四
年
後
の
応
永
元

年
四
月
十
八
日
に
九
十
八
才
で
亡
く
な

っ
た
と
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

本
門
寺
と
い
う
名
称
に
深
重
な
思
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
本

門
寺
と
名
乗
る
こ
と
は
絶
対
の
タ
ブ
ー
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
、
北
山
本
門
寺
に
至
っ
て
は
、
日
興
上
人
自
身
が
、

永
仁
六
年

（
一
二
九
八
）
二
月
十
五
日
の

「本
門
寺
棟
札
」

に
お
い
て
、

法
華
本
門
寺
根
源

と
、
日
興
上
人
の
書
体
と
は
異
な
る
疑
い
を
持
た
れ
る
も
の

の
、
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

人
石
寺
が
、
本
門
戒
壇
本
尊
建
立
の
本
門
寺
た
る
べ
き
寺

で
あ
る
と

「富
士

一
跡
門
徒
存
知
事
」
の
中
で
述
べ
乍
、
重

須
本
門
キ

（北
山
本
門
寺
）
と
名
乗
る
こ
と
は
、
大
石
寺
が

未
来
に
本
門
キ
と
名
乗
る
べ
き
寺
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る

自
己
矛
盾
の
極
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
ん
な
馬
鹿
馬
鹿

し
い
こ
Ｌ
は
、
　

人
の
人
間
の
行
為
と
し
て
出
来
る
は
ず
が

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

て
「さ
て
ハ
く
を
ん
し

（久
遠
寺
）
に
ほ
く
ゑ
き
や
う

（法
華

経
）
の
ひ
ろ
ま
ら
せ
を
ハ
し
ま
し
て
候
よ
し
」

と
示
さ
れ
、
日
興
上
人
在
山
の
折
か
ら
久
遠
寺
と
称
し
て
い

た
こ
と
が
分
り
ま
す
。
日
興
上
人
在
山
の
折
か
ら
言
え
ば
、

久
遠
実
成
の
久
遠
で
は
な
く
、
久
遠
元
初
の
久
遠
の
寺
と
い

う
意
味
に
な
り
ま
す
。

な
ら
ば
、
大
石
寺
を
敢
て
本
門
寺
と
未
来
に
お
い
て
名
乗

る
意
味
と
価
値
が
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

末
寺
が
本
門
寺
と
名
乗

っ
て
い
る
の
に
、
総
本
山
が
未
来

に
向

っ
て
本
門
寺
と
名
乗
る
こ
と
を
夢
見
て
、
末
寺
の
後
塵

を
拝
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
い
っ
そ

の
こ
と
文
底
秘
沈
寺

な
雀
還
一九
加
η土寸

一
念
三
千
寺

四
国
に
実
際
に
あ
る
日
満
上
人
命
名
の

本
因
妙
寺

等
の
寺
名
の
方
が
、
よ
ほ
ど
日
蓮
大
型
人
の
本
懐
を
人

小
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
ｏ

そ
ん
な
名
前
は
、
寺
名
と
し
て
は
字
余
り
で
お
か
し
い
と

′` ノヘヽ

五 が 本
X離 |‖|

111
‖|||111
ルナリ」 11
:|l νЧ人
L~|| ｀

に ⌒ 日
お 一 目
い 二 上
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考
え
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
大
石
寺
山
号
の

「多
宝
富
士
大
日
蓮
華
山
」
自
体
が
、
破
天
荒
な
字
余
り
な

の
で
す
か
ら
、
何
の
問
題
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

末
寺
が
本
門
寺
と
名
乗
り
、
身
延
が
久
遠
寺
と
名
乗
る
。

大
石
寺
開
山
よ
り
七
百
余
年
の
歴
史
の
中
で
、
今
迄
に
、
大

石
寺
が
改
名
す
る
理
由
や
き
っ
か
け
は
、
何
度
で
も
、
い
く

つ
で
も
あ

っ
た
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と

を
し
な
か
っ
た
の
に
は
、
も
っ
と
深
い
理
由
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

仏
教
を
あ
る
程
度
学
ん
だ
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
教
の
中

で

「大
石
」
と
い
う
形
容
が
何
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
容
易
に
分
る
と
思
い
ま
す
。

祈
祷
抄

（全

一
三
四
九
Ｐ
）

諸
の
大
地
微
塵
の
如
く
な
る
諸
菩
薩
は
等
量
の
位
ま
で
せ

め
て
元
品
の
無
明
計
り
も
ち
て
侍
る
が
、
釈
迦
如
来
に
値

い
奉
る
元
品
の
大
石
を
わ
ら
ん
と
思
ふ
に
、

千
日
尼
御
前
御
返
事

（全

一
三

一
六
Ｐ
）

讐
え
ば
女
人
の

一
生
の
間
の
御
罪
は
諸
の
乾
草
の
如
し
法

華
経
の
妙
の

一
字
は
小
火
の
如
し
、
小
火
を
衆
草
に
つ
き

ぬ
れ
ば
衆
草
焼
け
亡
ぶ
る
の
み
な
ら
ず
大
木
大
石
皆
焼
け

失
せ
ぬ
、
妙
の

一
字
の
智
火
以
て
此
く
の
如
し
諸
罪
消
ゆ

る
の
み
な
ら
ず
衆
罪
か
へ
り
て
功
徳
と
な
る
毒
薬
変
じ
て

甘
露
と
な
る
是
な
り

と
、
御
金
言
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
石
と
は
、
元
品
の
無
明
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
言
葉

な
の
で
あ
り
ま
す
。

元
品
の
無
明
と
は

「仏
教
語
大
辞
典
」
盆

九
九
Ｐ
）

「諸
煩
悩
の
元
始
と
し
て
の
無
明
、
最
も
微
細
な
根
本
と
し

て
の
無
明
、
根
源
的
な
無
明
の
意
。
①

『起
信
論
』
で
は
、

無
明
を
根
本
無
明
と
枝
末
無
明

（衆
生
が

一
法
界
の
理
に
達

せ
ず
、
忽
然
と
し
て
妄
念
の
起
動
す
る
の
を
根
本
無
明
と
名

づ
け
、
こ
の
根
本
無
明
よ
り
起
る
業
相
、
見
相
、
境
界
相
の

三
細
を
枝
末
無
明
と
名
づ
け
る
。
見
思
の
惑
を
枝
末
無
明
と

い
う
）
と
に
分
け
る
う
ち
、
根
本
無
明
を
元
品
の
無
明
と
い

い
、
忽
然
念
起
の
無
明
と
も
名
づ
け
る
。
②
天
台
宗
で
は
等

覚
の
菩
薩
の
最
後
心
で
、
妙
覚
智
に
よ

っ
て
の
み
断
ぜ
ら
れ

る
最
後
の
無
明
、
最
後
品
の
無
明
と
い
う
。

「織
田
辞
典
」

曾
一六
八
Ｐ
）

根
本
無
明
と
も
無
始
無
明
と
も
云
ふ
、
中
道
実
相
の
理
に

迷
う
も
の
を
無
明
と
名
け
る
。
元
品
無
明
が
無
始
生
死
の
根

本
な
り
。
之
を
断
し
了
り
て

一
念
は
成
仏
の
位
な
り
。

「七

帖
見
聞
二
末
」
に

一
切
衆
生
皆
本
党
の
如
来
に
し
て
、
法
性

―-106-一



真
如
の
膿
な
り
。
然
に

一
念
の
無
明
が
起
り
始
め
て
、
法
性

の
月
を
隠
し
て
迷
の
凡
夫
と
な
る
な
り
。
法
性
は
月
の
如
く

無
明
は
雲
の
如
し
。
元
品
の
無
明
と
は
、
本
覚
真
如
の
内
証

を
迷
い
始
め
し

一
念
の
無
明
な
り
。
故
に
元
品
と
云
ひ
、
又

無
始
の
無
明
と
云
ふ
。

こ
の
様
に
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
要
約
す
れ
ば
、
元
品
の

無
明
と
は
、
凡
夫
が
煩
悩
を
断
じ
よ
う
と
心
掛
け
て
も
、
最

後
の
最
後
迄
断
じ
切
る
こ
と
の
出
来
な
い
根
源
的
な
無
明

（迷
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
断
じ
な
け
れ
ば
妙
覚

（成
仏
）
を

得
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
の
中
に
は
、
あ
る
日
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
悟
を
得
て
、

仏
に
な
っ
た
神
に
な
っ
た
と
、
言

っ
た
者
勝
ち
で
、
生
き
仏
、

生
き
神
を
名
乗
る
人
嘘
言
者
が
い
ま
す
が
、
煩
悩
と
い
う
の

は
、
ｏ
洗

っ
て
も
洗

っ
て
も
出
て
く
る
垢

ｏ
剃

っ
て
も
剃

っ
て
も
は
え
て
く
る
Ｌ

ｏ
食
べ
て
も
食
べ
て
も
減
る
腹

ｏ
悟

っ
て
も
起
る
迷
い

で
あ
り
、　
一
度
悟

っ
た
ら
床
の
間
の
置
き
物
の
よ
う
に
、
じ
っ

と
定

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
蓮
大
聖
人
は
、
前
記

「祈
祷
抄
」

「千

日
尼
御
前
御
返
事
」
に
示
さ
れ
る
様
に
、　
一
念
三
千
の
妙
法

受
持
の
み
が
、
元
品
の
無
明

（大
石
）
を
砕
く
こ
と
が
出
来

る
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

刃
物
も
何
も
通
用
し
な
い
大
き
く
て
固
く
か
た
ま
っ
て
微

動
だ
に
し
な
い
大
石
を
、
元
品
の
無
明
の
い
か
ん
と
も
し
が

た
い
存
在
に
重
ね
て
、
元
品
の
大
石
と
、
仏
教
に
関
わ
る
古

の
人
々
は
称
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
日
蓮
大
聖
人
の
法
門
か
ら
こ
の
こ
と
を
見
れ
ば
、

「元
品
の
無
明
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
対
極
に
は

「元
品
の
法
性
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を

「治
病
抄
」

（全
九
九
七
Ｐ
）

法
華
宗
の
心
は

一
念
三
千

・
性
悪
性
善

・
妙
覚
の
位
に
猶

備
わ
れ
り
元
品
の
法
性
は
梵
天

・
帝
釈
等
と
顕
わ
れ
元
品

の
無
明
は
第
六
天
の
魔
王
と
顕
わ
れ
た
り

と
示
さ
れ
、
元
品
の
無
明
の
断
ち
難
い
地
獄
、
餓
飢
、
畜
生
、

修
羅
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
生
命
を
具
え
た
ま
ま
、
元
品
の

法
性
、
仏
界
も
又
具
す
る
所
の
卜
界
ノ‐ｉ
具
、

．
念
三
千
の
法

受
持
に
よ
っ
て
九
界
の
迷
い
貧
眠
座
の

．
薄
を
持

っ
た
ま
ま
、
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本
門
は
事
の
即
身
成
仏
な
り
、
今
本
門
の
即
身
成
仏
は
当

位
即
妙
本
有
不
改
と
断
ず
る
な
れ
ば
、
肉
身
其
の
ま
ま
本

有
無
作
の
三
身
如
来
と
云
え
る
是
な
り

の
成
仏
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
大
石
が
原
に
あ
る
寺
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
然

に
大
石
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事

実
だ
と
思
い
ま
す
が
、
大
石
寺
と
名
乗
る
こ
と
は
、
仏
教
者

か
ら
見
れ
ば

「元
品
の
無
明
寺
」
と
名
乗
る
よ
う
な
、
こ
れ

ほ
ど
恥
か
し
い
名
前
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
い
と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
法
門
的
寺
名
を
名
乗
る
は
ず
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
蓮
大
聖
人
の
法
門
の
上
か
ら

「大

石
寺
」
を
名
乗
る
こ
と
は
、
元
品
の
無
明
を
持

っ
た
衆
生
が

成
仏
出
来
る
正
法
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
標

榜
し
て
い
る
名
前
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

大
石
寺
の
各
本
山
、
末
寺
が
法
門
的
寺
院
名
を
名
乗

っ
て
行

く
中
で
、
大
石
寺
が
大
石
寺
を
名
乗

っ
た
こ
と
は
、
現
代
の

大
石
寺
の
人
間
が
忘
却
し
て
い
て
も
、
そ
う
い
う
理
由
が
そ

こ
に
あ
る
か
ら
こ
そ
の
も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。

今
さ
ら
未
来
に
向
け
て

「本
門
寺
」
と
名
乗

っ
て
も
、
森

羅
万
象
に
与
え
る
影
響
も
覚
醒
も
皆
無
で
あ
り
、
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
近
年
の
大
石
寺
に

「大

石
寺
」
と
名
乗

っ
て
い
る
中
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
が

一
番

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

貫
主
が
現
代
の
大
聖
人
で
あ
り
、
生
き
仏
と
勘
違
い
し
て

い
る
権
威
主
義
。
十
界
互
具

一
念
三
千
の
差
別
無
用
の
法
門

を
説
き
乍
、
階
級
差
別
観
を
持
ち
。　
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
を

説
き
乍
、
貫
主
が
成
仏
の
記
別
を
与
え
る
か
の
感
覚
。
戒
壇

本
尊
が
安
置
管
理
さ
れ
て
い
る
所
こ
そ
が
正
し
い
と
い
う
、

衆
生
の
法
性
か
ら
離
れ
た
形
へ
の
信
仰
。

元
品
の
無
明
寺
＝
大
石
寺

元
品
の
無
明
を
持
つ

一
切
衆
生
の
成
仏
は
、
日
蓮
大
聖
人

の
正
法
し
か
な
い
と
い
う
大
石
寺
本
来
の
姿
は
消
失
し
、
今

大
石
寺
は
、
本
当
に
頑
迷
な
元
品
の
無
明
の
カ
チ
カ
チ
の
大

石
に
閉
じ
こ
も

っ
た
元
品
の
無
明
寺
と
な
り
、
元
品
の
無
明

学
会
と
地
獄
、
餓
飢
、
畜
生
、
修
羅
の
戦
い
に
狂
奔
し
て
い

る
、
働
き
が
な
く
不
毛
、
物
が
育
た
ず
、
価
値
が
な
い
世
間

一
般
の
身
を
持
て
余
す
大
石
を
表
示
し
て
い
る
だ
け
の
存
在

な
の
で
あ
り
ま
す
。
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